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　　　　　　　　　　　中部財界セミナー講演録

　　　　　　　　　　　講師　梅村　志　郎氏

全トヨタ産業政策研究会



　この冊子は、昭和62年2月20日、

梅村志郎理事長が、中部財界セミナ

ーにおいて講演されたものを講演録

としてまとめたものです。

　　　　　　　　〈分責　事務局〉



講演要旨

人間尊重の労使関係を

　米国の労組はこのところ新しい方向を求めて急激に変化しよ

うとしている。それを端的に表わすのが、トヨタ自動車とGM

との合弁会社NUMMIで締結された新しい労働協約だ。

　この協約は米国では従来考えられなかった内容であるが、こ

れが成立した理由は、人間関係を基本とする日本的な労使関係

の良さが認められたためだと思われる。

　米国労組のこうした変化の背景には、労組を取り巻く環境が

急激に変わってきたことにも起因している

　労働界のリーダーは、今新しい労組のあり方を求めて模索し

始めている。

　一方、日本の労働運動を取り巻く環境も大きく変化している。

就業構造の変化・取り組みに対する組合員の盛り上がりの欠如

・ 意識の多様化・価値感の変化と、組合の対応範囲は拡がって

いるが、そうした変化を柔軟に取り入れて一つ一つきめこまか

く取り組んで行くことが必要である。

　日本の労使関係の根底にあるのは、r人間尊重の理念』であ

る。トヨタも昭和25年の苦い大争議の経験を経て、今日の労使

の確固たる基盤を築きあげてきたが、その基本となるのは人間

関係である。人間関係とは信頼関係であり、信頼関係とは話し

合いから生まれるものである。労使関係といってもベースは、

人間関係にほかならず、こうした人間関係に基づいて、労使が

協力して企業運営をはかっていくことが、これからの変化の厳

しい時代にとってとくに重要になる。





新国際時代の労使関係

全トヨタ産業政策研究会理事長

　　梅村志　郎

　おはようございます。昨日は大変格調の高いしかも次元の高いりっぱなお話

を多くの方がされまして、今日は一変して次元の低いお話しになるかと思いま

す。あらかじめお許しいただきたいと思います。

　ただいま薦田会長（東邦ガス㈱）から過分なご紹介をいただきましたけれど、

私自身中途半端な立場にありまして、現役ではありませんがそんな気も半分あ

りますし、さりとて評論家にもなりきっておりません。なかなかお話し申しあ

げる立場としても微妙な関係ですが、私のささやかな経験の中からいくつかの

話を申しあげたいと思います。

　私は最近「21世紀になるとなくなるものが2つある。それは“なしの20世

紀”と“労働組合”ではないか」という話をしています。マスコミの方のいろ

いろなご意見を伺いますと“労働組合は冬の時代”ということで、『労働組合

がんばれ！』という激励の記事を載せておりました。ところが最近のマスコミ

の論調は労働組合に対する同情の記事が多くなっているような状況でして、こ

の変化のきびしい時代に労働組合も大変な立場にあるということをしみじみ感

じております。そんな立場から申し上げようと思っています。
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　ご紹介いただきましたようにこのセミナー“新国際時代におけるいろいろ新

しい方向を目指す”ということですが、初めにアメリカの労働組合について、

私ども一部の労働組合と長年に亘って交流いたしておりますし色々な経験もい

たしておりますので、私の見たアメリカの労働組合についてごく一面かもしれ

ませんが紹介してみたいと思っています。また日本の労働組合が持っておりま

す当面するいくつかの課題について、さらに組合活動のもっとも基盤となりま

す労使関係のあり方について、私の考えを申しあげたいと思います。

アメリカの労働組合の最近の動き

　　　　　　　時代の変化と共に変りつつある労働組合運動一

　昨日もいろいろな方からお話がございましたように、日本企業のアメリカへ

の投資あるいは進出が非常に増えてきていると思います。私どもが所属してお

ります自動車産業においては、すでに進出を決めている企業や現地で稼動して

いる企業もあります。ここ1、2年の間にほとんどが稼動するという状況にあ

るわけで、こうしたことを踏まえて、関連する部品企業の方々も海外進出され

るという話を伺っています。進出するとなりますといろんな条件を考えなけれ

ばならないと思うわけですが、そのうちの1つとして、進出先で“組合を相手

にするかどうか”あるいは“組合を作らせないでいくかどうか”ということを

決めなければならないと思います。その場合、アメリカの労働運動がどのよう

なものであるかということを、自分たちなりにまず評価しなければなりませ

ん。

　こういったことが増えてきますと、当事者のみならず、私たち労働組合の活

動や日本の労使関係にとっても非常に係わりが深くなってきますので、お互

いに関心があるところではないかと思います。私自身アメリカの労働運動とい
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う大それたことを言う内容を持ち合わせていませんが、先程も申し上げたよう

に、私ども日本の自動車産業の労働組合とアメリカの自動車産業の労働組合は

十数年来のつきあいをしております。そうした関係で自動車関係の労働組合と

はいろんな話し合いをしており、それなりにいろんな事情を承知いたしており

ますので、これらの経験を通じて感じていることを初めに申しあげたいと思い

ます。

　最近のアメリカの労働運動は、大きく変化しているように思います。特に

1980年代になりまして、日本の労働組合もそうでありますが、特にアメリカの

労働組合は坂道を下り落ちるような感じで退潮しているように思います。少な

くとも組織率という面から見ると、そういうことが言えるのではないでしょう

か。この傾向はアメリカだけでなく日本やヨーロッパの労働組合も同様ですが、

中身はちがうにせよ、組織率が非常に落ちている。ちなみに戦後のアメリカの

民間部門の組織率をみてみますと、当時は37％あるいは38％という非常に高い

組織率を持っていたわけですが、これが徐々に低下をし、1980年には22％ぐら

いになってしまい、最近では16％あるいは15％ぐらいになっていると言われて

います。こういう数字を見るかぎり、アメリカの労働運動も退潮していると言

うことができると思います。

　もう1つは、アメリカの労働運動をめぐる社会的・政治的空気あるいは組合

に対する風あたりや見方というものが、1980年代に入って顕著に反組合色を強

めたと思います。今から6、7年前になりますが、あのレーガン大統領がアメ

リカの航空管制官のスト参加者25，000人全員を解雇してしまいました。こうし

た仕打ちはワシントンの労働組合に対する考えを示す象徴的なできごとであっ

たと思います。アメリカの中でもこれだけのことをやってのけるということは

考えられないことで、世論が労働組合に対するかなり手きびしい批判を持って

いた、あるいは政治が労働組合に対して高圧的に出られるという状況にあった

と思います。いずれにせよ、アメリカの労働組合が退潮している状況の中の出

来事であると言えます。

3



　そのような社会的・政治的風潮の中で、アメリカにおいて“労働組合を作ら

せない会社”というか“労働組合をつぶす会社”というものが1億ドルぐらい

の産業になったそうです。このように社会的・政治的風潮をうけて、労働組合

をつくらせないという空気が1980年代アメリカの中に非常に顕著に現われたよ

うに思います。

　しかしこのような状況の中で、労働組合のリーダーの態度も急激に変化して

きたと思います。新しい経済環境のもとで、新しい組織化の方向、新しい運営

の方法というものをリーダーが求めだしたということが非常に顕著にみられる

ようになったと思います。たとえば、経営者との間に協調をしたり、さらには

労使間の利益配分、いわゆる賃金などを妥協してさげる、そういうことまでも

勇敢にやってのけるなど、伝統的な就業規則や労使慣行のようなものを崩して

いくということが顕著に行われるようになってきています。これは労働組合の

力が弱くなったとか、政府なり世論が非常に強くなった現れだけでなく、そう

いう事態を踏まえてリーダーが新しい1つの方向を模索するために動きだした

という現象ではないかと見ております。

　昨日も豊田英二会長からお話しがありましたけれど、トヨタ自動車はGMと

の間にNUMMIという会社を作りました。ここでは従来まったく考えられな

かった内容の労働協約を結んだわけです。これらの対応ぶりを見ても、リー

ダーたちの新しい方向を求めようという姿勢が伺えたわけです。

　自動車産業の中でも、すでに進出している日産自動車・ホンダ自動車は現地

で工場を作って稼動しているのですが、進出が非常に早く、アメリカの労働組

合がこのように変化する前でしたので、現在組合なしで稼働してやっておりま

す。

　GMとトヨタが合弁で作ったNUMMIという会社は、　GMが閉鎖した工場を

利用してそこに合弁で新しい企業を作ろうということでしたので、当然のこと

ながらUAWの（UAWとはアメリカの全米自動車労働組合のこと）組合員で

あります従業員がいたわけで、これらの従業員を当然雇うべきだという要求が
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NUMMlの労働協約について

（1）協約締結の背景にある考え方

　　　今までの伝統的な労使相互不信の関係から

　　　労使相互信頼を基本とする労使関係を築く

o会社は原則的に組合員に不利になるような生産政策、安全・衛生政策はとらないことを確認

O労使による話し合いの場を多くもつことにより問題を解決していく

②　上記考え方が反映されている条項

①雇用保証（第3章）

　　　レイオフが必要となるような状況に陥った経営側は管理者の賃金カットを含むあらゆるレイオ

　　フの回避手段を探る。

　　　（絶対にレイオフしないことを意味しない。会社が倒産するような事態は別である。）

②標準作業（第28章）

　　会社はトヨタ生産方式に基づく標準作業の設定および変更権をもつ。また、毎月労使による生

　　産懇談会をもち向こう3か月間の生産計画（タクト、残業、人員など）について協議する。

　　　ライン上で問題（品質、作業の未完）が生じた場合は懲罰なしでラインを止めることができる。

③労使懇の設置（第9章）

　　　全社的な労使懇と職場労使懇の2つを設け、交渉事項以外のことをいろいろと話し合い、なる

　　べく発生場所での問題解決に努力する。

④問題解決のステップ（第8、10、28章）

　　一般的な問題解決のステップ（4段階）、生産（標準作業）に関する解決ステップ（3段階）を

　　設置。

　　組合の非専従役員（ユニオンコーディネーター）を2グループに1人の割合で設置。

　　　（その場で解決できる問題は小単位の話し合いで済むようにした。）

　　　生産に関する問題解決の最終ステップは、第6地域のディレクターとビル・アサリーとの話し

　　合いで決めることとした。（アサリーには絶大な信頼を置いている。）

⑤ストライキ、ロックアウト（第27章）

　　会社はロックアウト、組合はストライキを協約期間中実施しないこととする。（GMのブリモ

　　ント工場時代でも20年間ストライキを一回も行わなかった。労使相互信頼を基本とする話し合い

　　による解決の方法が合意され、組合員の意志によってラインを止められることなどからストライ

　　キに訴える前に問題は解決できるとする考え方）

【組合のコメント】

○今までラインを止めることは解雇・懲罰につながったが、それが出来ると権利を得た意義は大きい。

O他の労働協約にも当然影響を与えるだろうが、まず我々がこの協約で問題ないことを示すことが重

要である。

○毎月の生産懇で向こう3か月の生産予想と付随する要員確保の問題を会社と話すので、無茶苦茶な

残業はないと思っている。

O協約締結にあたり労使の問に良い関係を作っていくことをまず心がけ、相互の話し合い・交流を重

視しながら内容を詰めていった。

【経営側のコメント】

○職場分類を少なくしなければトヨタの生産方式はうまくいかないこと。柔軟な生産対応（レイオフ

回避の要件でもあるが）を進めるため応受援、ローテーションなどを行っても基本的に組合員には

不利にならないことをなど、労使相互信頼の基本理念を背景とした生産方式の概念を理解してもら

　うことが一番大変だった。

o企業規模が1000人を越えれば組合がなければ、かえって人事・労務管理はむずかしくなるのではな

　いかと思う。
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あった訳です。トヨタとしても、進出するからには日本的経営といいますか、

日本的生産方式を主体的にとり入れてなんとかやりたいということで話を進め

た結果、伝統的な規則とは違った新しい内容のもので合意をしました。UAW

としても初めての対応であったわけで、それだけにここにいたるまでにずいぶ

んいろんな問題がありましたが、現状では上手く推移していると言えると思い

ます。UAWもかっては130万人ぐらいの大きな組織でしたが、例の石油

ショック以降、30万人以上のレイ・：オフが行われるという労働組合にとってき

びしい状況の中で、新しい道をみつけようと、従来の慣行とは違った内容のも

のを作りあげたと思います。その背景には、人間尊重を基本に置いた日本的経

営というものが相手の組合に理解されたということが1つあると思います。も

う1つは、新しい方向を見いだそうというアメリカの指導者の熱意があって、

これが実ったと思います。日本的経営ということについては彼らもよく勉強し

て分かっていると思います。私どもも率直に交流の中で話し合っており、日本

的経営については彼らも理解していると思いますが、あの時、UAWとの話し

合いをする時、どういう話がつくだろうかと経営側もずいふん苦慮されたと思

います。フリーモントというところはサンフランシスコから40㎞ほど離れた土

地で、非常に労働環境がよくないところであり、昨日も豊田英二会長の話にあ

りましたように、ガソリンスタンドの親父さんまでが首をかしげる土地であり

ました。又UAW本部の役員までが我々にrどうしてトヨタはこんな土地を選

ぶのか、他にもっとよい所がいくらでもあるのに…』と言っておりました。い

かに札つきの土地であり、労働組合であったかということです。

　いろんな事情がありまして、フリーモントでなんとかやっていこうというこ

とで会社も話をし、UAWとの交渉の為にアッサリーという方を依頼しました。

彼は全米の機械工労組の役員を歴任し、その後労働次官をへて労働長官にまで

なった人で、労働組合関係あるいは労働行政に顔のきく人でありました。その

彼との間でいろいろ話し合う機会がありましたので、今さらトヨタの労働組合

の基本理念や組織の実態の話をするまでもない、彼らは充分承知しているだろ
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うからと思い、いくつかのエピソードを含めて私の委員長時代の経験を話しま

した。その中で、

『トヨタの経営者は信頼できる。私も信頼してやってきたのだから、これだけ

のトヨタ自動車ができあがった。まちがいはない。』と、労使宣言の話に触れた

りしながら、いろんな事を話しました。

　彼が最後に『私は労働組合の役員や労働行政にたずさわってきたが、こんな

大組織の委員長がこれほどまでに経営者をほめるのは初めて聞いた。よし、ま

ちがいはないだろう。トヨタの経営者は信頼できる。UAWを責任を持って説

得する。』と言って帰っていきました。彼は経営に対する信頼というものが基

本にあるということを念頭においてUAWを説得し、それがNUMMI成立の

1つの大きな要因となったと思います。

　すでに報道されておりますようにNUMMIは非常にうまく稼動いたしており
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ます。昨日の会長の話にありましたように、GMのスミス会長が関西でのセミ

ナーで、アメリカにおいて非常にうまくいった労使関係の代表的な例として報

告すると言っています。又、昨年の秋、ILOの総会においてもアメリカの労

働長官がアメリカの労使関係の優秀な例として報告しているぐらい、NUMMI

はアメリカ国内において大きな注目をあつめていますし、これを1つのモデル

として新しい労使関係を作ろうという動きすらでているような気がします。

　NUMMIと協約を結んで、まず最初に彼等から聞いたことは、『トヨタのやり

方、日本のやり方というのは労働者を人間として扱ってくれるやり方だ。』と

いう事でした。NUMMIの彼らの言い分は『アメリカでは労働者の身分は機械

以下だ。ラインでミスをするとすぐクビになってしまう。ところが機械は残っ

ている。』という経営者に対する不信といいますか、アメリカの社会制度に対

する不満がでていました。日本では『企業は人間の集団である』という点から

出発し、またそういうところから労使関係が生まれるという考えです。ところ

がアメリカの場合は、経済論理からくる人・物・金の3要素を並列に扱って、

そういうシステムの中に労働者があるというわけですから、トヨタのやり方、

労働者を人間として扱うやり方は、彼らにとって労働者が得た最高の条件で

あり、感激したと言うのです。こういうことが非常に上手くいっている大きな

要因となっていると思います。欠勤率も非常に低くなってきているということ

です。

　一方、順調に仕事が行なわれている時はいいかもしれませんが、もし、その

企業がおかしくなった時、こういう良い関係が続くかという心配があります。

アメリカの労働組合をこういう言い方・見方をするのはまちがっているかもし

れませんが、こまった時にお願いに行くという、言わば“日本のかけ込み寺”

的な要素を持っているような気がします。日本の場合はいろんな仕事をする時、

労使協力し合いながら、あるいはお互いが立場を主張しながら一緒になって

やっていくという姿勢でありますが、アメリカの場合は順調にいかなくなった

時に少々不安が残ります。そのためにも、日本の企業はそういうことが起きな
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＜あいさつする梅村

自動車総連会長代
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いように事前に努力をしていかなければならないと思います。

　トヨタとNUMMIだけではなく、工場進出を決めましたマツダにおいても同

じような労働協約を結んでいますが、このような動きはもはや進出企業の特例

ではありません。GMがサターン計画というプロジェクトに基づいた工場を稼

働するにあたっても、従来の慣行とはずいぶん異なった、トヨタとGMとが結

んだ協約と非常によく似た労働協約を結んでいます。このようにすでに新しい

動きが着実にアメリカの労働運動において、特に自動車産業においておきてい

ると言えます。

　私は昨年6月UAW（全米自動車労組）の定期大会に参加しました。3年に

1度開かれ、たまたま今回の大会が50回目の記念大会ということで、参加者も

全国から5，000人ぐらい集まる大きな大会で6日間にわたって開催されました。

その大会に参加していろんな状況をつぶさに知ることができました。特に印象
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的でありましたのは、UAWのビーバー会長から『アメリカの政府さらには産

業界には産業政策がない。今日のような状況の中でアメリカの自動車産業が生

き延びるためには、もっと将来にわたっての産業政策をきちんと確立すべきで

ある。』という提言でありました。これはもちろん、政府なり経営者なりに提言

すると同時に、組合員に対しても訴えているんだなあ一と強く感じました。ま

た、いくつかの決議案が採決されましたが、その中で非常に熱心に論議がかわ

されたものがありました。

　それは、先程申しあげたGMのサターン計画に基づく新しい工場における労

働協約に関してです。NUMMIやマツダとの間に結んだと同じような協約を今

回の新しい工場にも結び、その協約をこの大会で承認・批准してもらうという

決議案だったのです。その事に関してずいぶん反対の意見が出されました。そ

の第1の理由は、『労働者がまだ雇われていないのに、本部だけで協約を結ぶ

のはよくない。労働者が入って、そこにできた労働組合の意見を聞いてから協

約を結ぶのが正当ではないのか。』というものでした。それに対して本部は、

『もちろん基本的なものは先に結んで、具体的なものは労働者に聞いて、そこ

で文句や意見があれば提示していけばよい。』という意見でした。

　第2の理由は、『UAWが今進みつつある形の中にそういう新しい制度をも

ちこんでしまうと、これが1つの傷口となって、今までの既得権がおかされて

しまう。UAW全体がおかしくなってしまう。だから安易に認めるわけにはい

かない。』というものでした。そういった反対意見に対してビーバー会長自ら

力説をして、『反対、反対だけでは今日の情勢において労働組合が雇用を守り

生活を守ることはできない。丸い穴に四角い棒をさそうと思ってもこれは無理

である。穴が丸ければこちらも丸くなって入って、そこで改善・改革・改良を

加えていかなければ今日の事態には対応できない。とにかく、一度接点を求め

てお互いに意見を出し合って直していこう。労使の問にもそういうことをしな

ければ問題解決にはならない。』と語っていました。このビーバー会長の演説

によって決議案は可決されたわけです。UAWという、あの大組織のすみずみ
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にまでリーダーの考え方をしっかり浸透させるにはまだすこし時間がかかるか

もしれませんが、リーダーは非常に熱心にしかも着実に新しい考え方を模索し

はじめている。そういう中で、アメリカの労働組合というのは新しい方向をつ

くりだしていくのではないかということをUAWの大会を通じて痛切に感じま

した。

　これからも多くの企業が進出されることになるかと思いますが、労働組合そ

のものをきちっと認めて、その上で労使が協力してできる体制というものを確

信を持って押し進めていく方がよいかと思います。アメリカの労働組合が新し

く生まれ変わって、新しい方向で健全な労働運動を指向するようになるならば、

逆に労働組合のないところが今度は問題を起こすような気がします。又、同時

に日本的労使関係に確信を持っていくべきだとも思います。

労動運動の特徴的変化

　次に労働組合のいくつかの課題について申しあげようと思います。最近の労

働組合においては、特徴的変化が3点ほどあるかと思います。1つには先程も

申し上げましたように組織率が非常に低下しているという点です。昨年6月の

労働省の発表では組織率28．2％と、3割を切ったということで、かなり問題視

されています。7割の人は労働組合なしでやっているというわけです。労働組

合は個別の企業の中ではそれぞれの役割を果しているわけですが、一方では社

会的役割というものもあります。労働基準法があって、社会の制度・仕組みの

中で労働組合がいろいろ活動することによって全体的なバラソスがとれる。こ

れが新しい市場経済の中で正しい競争の基盤を作りあげるとか、社会福祉の制

度・仕組みが労働組合の発言によって着実に1つのレベルにつくりあげられて

いくということなのです。そういう意味で、私は労働組合の退潮というのは日

〃



労働組合員数と組織率の推移

　　33．7％

，瀦一　　　　　1・2s2・・謡幾ε榊鴛

1，240

1，230

1，220

1，210

1．200

昭51年52年53年54年55年56年57年58年59年60年61年

　　　　　　　　　　　（出典：労働省「61年労働組合基礎調査」より）

本全体にとっても国民生活にとっても問題があると思います。この組織率は労

働組合を作っている立場から見ておりますと、あまり組合員は減少していない

のに全体の組織率だけが減少しているという事態になっています。これは、組

織をしている労働者以外の労働者の増加という現象によるものです。例えば

パート労働者の増加、あるいはコンピュータソフト関係に代表される特殊で高

度な技術をもった人たちが企業に派遣されて働くという新しい派遣労働者の増

加にもよるものです。今までの既存の組織の労働者以外の労働者が増えてきた。

そういう新しい労働者をどのように組織化していくかがこれからの大きな課題

だと思います。

　組織率の低下という問題の中には、さらにもう1つの新しい現象が生じてき

ています。それは就業構造いわゆる雇用構造の変化という現象です。パート労

働者や派遣労働者の増加によって、1つの企業の中によその会社の人もいれば

正規の従業員以外の人も働いている。そういう中で企業として1つの新しい方
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向に向けてのエネルギーをつくりあげる際に、労務管理の面やモラルの面から

も非常に問題になってくると思います。必要な時に必要な人を必要なだけ入れ

るというような採用方針になりますと、確かにその部分では効率的かもしれま

せんが、長期的に考えた場合、それぞれの管理をどうするか、又従来の制度が

全く通用しなくなるような内容を含んでいること、いわゆる就業構造が大きく

変わってくることも考え合わせていかなければならないと思います。そういう

いくつかの間題がこの組織率低下という現象の裏にひそんでいることを忘れて

はならないと思います。

　2つ目の変化としてあげられるのは、最近労働組合の取り組みに対して職場

の人たちが燃えない盛り上がらないという現象があります。だんだん先しぼり

になってしらけが出てきてしまうという現象です。さらには要求の中身という

ものが非常に変わってきている。以前のような個人に密着した切実な要求から、

企業の将来のためにあるいは日本の社会の将来のために必要だというもっと長

期的展望にたった要求をも含めた要求へと変化してきているのです。賃上げの

要求を例にとりましても、生活の向上と合わせて内需拡大のために適正な賃上

げが必要であるという主張が根底にあるのです。また時間短縮の要求ですと、

切実に重労働から解放されたいというものと合わせて、国際公正労働基準の立

場からみて短縮をしなければならないという2つの主張があるわけです。そう

いった要求の中身をよく認識できるような要求の組み立て方、あるいは交渉を

するための職場の理解・認識を得られるような体制を作りあげていかなければ

ならないと思います。幸いにして、日本の労働組合はすぐれた教育機能を持っ

ています。世界経済から日本経済、あるいは自分たちの置かれた状況そういっ

たものすべてを自ら勉強して、将来の方針をまがりなりにも打ち立てているの

です。そういったすばらしい機能をうまくいかして、この変化の時代に対応す

べきだと思います。

　また、各個人の持っている欲求の変化というものを的確にとらえていかなけ

ればなりません。人間には第1の欲望と言われます“生”に直結した衣・食・

13



住に関する欲望と第2欲望と言われる人に正当に評価されたい、公平に扱われ

たいという意識の上での欲望というものがあります。生活が豊かになってくる

にしたがってこの第2欲望が強くなってくるわけですが、自分のやっているこ

とが正当に評価され、又自分のやっていることが社会の役に立っているんだと

いう自覚が持てるような環境やシステムが、企業の中に整備されているかどう

かに気をくばっていかなければならない時代だと思います。技術が進化し、シ

ステムが高度化すればするほど、人間関係を大切にすることが必要になってく

ると思います。大変きびしい周囲の状況の中で、新しいこと新しいことへと注

意が向き原点の問題が忘れられがちですが、そういう問題を労働組合がきめこ

まかくとりあげていくことは、企業の活力を生みだすことにもつながります。

我々が将来にわたって安定した生活を築ける基盤にもなるわけですから、こう

いうことを将来にわたってきめこまかくとりあげ、活動に反映していくことが

必要であると思います。

　3つ目の変化は、意識の多様化ということがあげられます。意識が変化して

きた、大変感性的になってきたと様々に言われておりますが、人間物の考え方

は昔から『10人10色』ということでそれぞれちがっていましたから、なにも急

にそうなったことではないと思います。人間の価値感というのは過去の経験か

ら生まれると言われます。日本の場合は急激に社会が発展をとげ、環境が変化

しました。非常にじわじわと長時間をかけて変わってきたものがある時から急

激に変わったとなりますと、ある年代を経て非常に経験というものが極端に変

わってくるわけです。そのようなところから“新人類”と言われる我々の世代

とはかけはなれた、かなり極端な意識・行動様式・価値感を持つ世代が生まれ

てきたと思います。新人類的発想をいくつかの例をとりあげて説明しますと、

我々の年代では今日の豊かさは努力の結果だと受けとるわけですが、豊かな時

代に生まれ成長した彼らにとって、この豊かさは当り前だと受けとるわけです。

物事に関しても、我々は善悪で決めますが、彼らは好きか嫌いかで判断します。

まさに感性です。労働に関しても、我々は働くということは人間が幸せになる

14



、

のは必う彼らは労働とい考え方ですが、うために非常に重要な事尊い事だとい

価値感に、うよこの少なければ少ない方がよいと単純に考えている。要悪だ、

“新人類”『単にや行動様式の異った世代と同居して仕事をしているわけで、

それらをいう現実の上に立って、うそて、くのではなうと言はけしからん！』

我々の年代ですと気持から入って後でとが大事だと思います。こくまてめてい

と今の若い人は形から入って心が通じ合うますが、りいう方法をととう形が整

っの仕事1いずれにしても最終的には心が通じあって、ます。りいう方法をと

りいろいろ工夫してやになるわけですから、うよとに喜びを感じ合うこをやる

と思います。るくとが大切になってこういうそ方を考えてみる、
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さ
．
・
て
も
よ
氏
そ
れ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

63
と
し
、
モ
れ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
受

き
き
な
さ
い
と
い
っ
π
こ
と
が
詳
細
に
．

層
い
て
あ
る
噛
「
フ
7
ミ
￥
で
お
出
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

で
で
す
か
」
　
「
お
友
だ
ち
ク
ル
ー
プ
で

す
2
と
か
、
あ
る
い
は
「
今
日
の
ア

ト
ラ
ク
シ
5
ン
で
は
こ
う
い
う
の
訓
お

も
し
る
い
」
と
か
露
し
い
ラ
イ
ブ
ン

日

ウ

で
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
」
な

ζ
こ
う
し
た
括
題
を
侮
日
、
一
冒
、

キ
ッ
プ
を
兇
う
と
き
に
つ
り
加
え
な
さ
゜

い
と
い
っ
た
ζ
と
を
紬
か
S
具
催
的

に
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
キ
ッ
プ
看
切
．

る
際
に
は
h
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
い
な

さ
い
と
響
い
て
あ
る
．
．
米
国
で
は
「
ハ

せ
た
「こ
ん
に
ち
は
」
が
主
体
で
、
こ

れ
を
鍬
匠
し
て
や
ら
せ
石
。

　
そ
し
て
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
と

き
は
必
ず
ア
イ
・
コ
ン
タ
ク
ト
（
目
そ

み
て）

で
ス
マ
イ

ル
を
し
な
さ
い
と
い

っ
た
こ
と
∬
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
騨
細
に
ー

い
て
あ
る
・
実
は
こ
れ
を
ど
う
や
つ
て

やら
せ
る
か
∬
私
ど
も
に
と
つ
て
大
匿

な
仕
事
だ
っ
た
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
敦

え
方
は
、
陣
聞
同
土
で
も
と
に
か
く
行

き
漣
つ
た
ら
．
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
い

な
さ
い
と
臓
底
さ
せ
る
．
κ
し
か
に
、

そ
れ
妊
く
り
か
え
し
や
つ
て
い
る
と

「こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
こ
と
に
趣
筑

が襲
な
ワ
Σ
る
．
　
」

　
勇
え
て
み
れ
は
、
こ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
と
こ
と

ん懲
幽
寸
る
敦
え
方
は
、
フ

ロ
リ
ダ
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ζ
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で
僧
い
て
い
る
人
は
い
ろ

ん
な
人
種
の
人
が
歯
い
て
い
る
．
こ
う

い
う

人
た
ち
を
ま

と
め
て
働
か
す
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
斯
に
ま
か
す
よ
う

な
教
え
方
は
遮
用
し
な
い
．
と
れ
が
日

本
と
根
本
的
に
遍
う
と
こ
ろ
菟

　
ま
曳
　
』
ア
ィ
ズ
ニ
ー
・
ル
ッ
ク
8

と
い
う

マ
一
三
ア
ル
も
あ
る
．
や
こ
に

は
た
と
え
は
女
並
の
場
合
は

「も
つ
て

生
ま
れ
た
も
の
以
外
に
つ
け
て
憾
い
け

な
い
」
と
窟
い
て
あ
る
．
ツ
ケ
ま
つ
げ

や
ア
イ
シ
ャ『
、
か
つ
ら
な
ど
は
｝

切
だ
め
．
ア
ク
セ
サ
マ
紅
ど
も
一
っ

ひ
と
つ
規
足
し
て
あ
り
馬
ネ
ッ
ク
レ
ス

5
盆
一
窟
の
も
璽
細
験
は
片
手
に
ひ
ζ

づ
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
は
耳
κ
ぶ
か
ら
で
て

は
い
け
な
い
。
パ
ン
タ
ロ
ン
は
製
尻
の

ふ
く
ら
み
が
で
肛
い
よ
う
、
そ
れ
そ
か

く
す
コ
ー
ト
死
ロ
恕
ぎ
い
、
な
く

　
勇
性
の
鳩
台
は
、
ま
ず
E
ゲ
は
い
け

は
い
、
モ
ミ
ア
ゲ
は
耳
か
ら
下
は
だ
め
へ

髪
の
毛
05

エ
リ
ま
で
か
か
っ
て
は
い
け

な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
鯛
か
い
と
こ
ろ

ま

で
解
定
、
そ
れ
だ
け
チ
エ
ッ
ク
す
る

た
め
パ
ー
ク
内
を
無
い
て
い
る
想
糞
四

が
い
る
．
も
し
豪
み
つ
か
る
と
損

単
占
明
に
曜
貴
占
則
は
パ
」
ク
内
の

シ
日
ン
に
な
ら
な
い
か
ら
と
い
う
翠
田
、
床
麗
に
つ
れ
て
い
き
、
そ
の
場
で
髪
を

で
あ
る
．
　
　
．
　
．
　
　
　
「
　
　
固
か
く
す
る
．
三
回
違
反
す
る
と
出
勘

　
鑑
ほ
籍
こ
れ
に
甕
し
、
「
い
、
悸
北
と
い
つ
環
モ
こ
ま
で
微
底
し
て

ら
っ
し
9
い
ま
せ
」
は
モ
う
い
う
こ
と
い
る
。
　
°
p

で
は賢
お
箋
を
募
敬
ず
る
霧
　
デ
ィ
ズ
ニ
レ
ラ
ン
ド
に
は
風
船
を
売

味
だ
と
鋭
明
し
た
が
、
そ
れ
は
し
か
し
　
っ
て
い
る
お
嬢
さ
ん
が
い
る
。
彼
女
ら

声
を
か
け
る
κ
け
だ
ろ
う
ζ
同
こ
う
は
　
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
目
線
を
お
客
さ
ん
と

い
う
．
お
唇
さ
ま
が
必
豪
亭
を
し
て
．
．
伺
じ
高
さ
に
し
な
さ
い
と
曹
い
て
あ
‘

く

れ
る
よ
う
な
声
の
か
け
万
を
脅
え
て
看
．
風
給
は
吊
と
象
ん
が
寡
に
く

く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
原
則
的
に
は
朝
、
る
目
綴
と
同
じ
に
す
る
に
は
し
ゃ
が
ま

孚
一
時
ま
で
が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
，
弩
て
は
琶
な
い
。
ア
イ
・
コ
ン
タ

ま
す
」
、
午
後
四
隠
ま
で
が
「
こ
ん
に
　
ク
ト
で
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
見

ち
は
」
、
夜
が
・
「
こ
ん
ね
ん
は
」
に
な
　
て
い
る
両
属
は
舞
ア
ィ
ズ
ニ
ー
一
ワ
ン

っ

て
い
る
。
現
実
は
憲
震
四
間
に
あ
わ
ド
の
お
姉
さ
ん
塾
既
切
だ
と
い
う
ζ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

に
店
る
．
震
た
、
記
害
さ
ま
は
こ
こ
で

峯
と
い
つ
て
い
い
ほ
ど
妻
と

ら
れ
る
。
そ
の
場
貧
フ
7
ミ
￥
の

一λ
が
シ
ャ
ッ
タ
⊥
τ
押
嘉
け
だ

が
、
い
仁
ほ
ん
近
く
に
い
る
キ
ャ
ス
ト

Q7
イ
ズ
ニ
ー
で
■
い
て
い
る
人
た
ち
〕

に

「

葦
よ
免
み
な
充

で
お
入
り
く
だ
さ
い
」
と
い
い
な
さ
い

と

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
賢
い
て
あ
る
嘆

こ
う
い
う
こ
と
は
、
心
朗
と
も
蹴
わ

な
け
れ
は
な
ぢ
な
い
の
は
当
然
だ
が
、

あ
る
憲
味
で
こ
の
形
か
ら
入
ら
せ
る
欧

え
方
が
、
翼
は
、
い
凄
の
斬
人
駁
と
い

わ
れ
る
着
い
人
泥
ち
に
大
度
う
け
て
い

る
．
な
ぜ
そ
う
な
の
か
を
言
3
く

い
蜜
の
考
い
人
は
こ
う
い
う
ζ
と
を
敦

え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
恐
う
．
駅

庭
で
も
学
笹
で
も
敦
え
て
く
れ
な
い
。
一

勉
亜
、
勉
強
と
昂
や
都
屋
匡
こ
む
喚

好
き
な
こ
と
だ
け
や
っ
て
茎
に
で
て
コ

く
る
．
蓉
い
人
の
祭
嚢
み
て
い
る

と
、
い
つ
て
み
れ
は
米
闇
の
デ
ィ
ズ
ニ

ー
一
7
ン
よ
同
じ
よ
う
な
多
人
楓
の
集

ま
h
と
い
っ
て
も
よ
い
．
彼
ら
に
、
面

椴
し
て
感
じ
る
の
は
、
コ
ミ
ユ
ニ
ー
ケ

ー
シ
5
ン
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
罵

　
こ
う
し
定
点
か
ら
曳
丁
イ
ズ
ニ
量
の

マ
ニ
ニ

ア
ル
信
大
蛮
評
判
が
よ
い
。
題

え
て
み
あ
と
日
本
の
敦
胃
風
　
躍
べ
か

ら
茱
が
多
い
。
い
ま
の
蟹
い
人
は

「臼
分
争
し
く
忙
喜
た
い
」
と
い
う
．

醒

べ
か
ら
ず
集
’
に
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
．
こ
れ
に
弩
て
米
国
の
や
り
方
は

漣
し
果
響
で
あ
6
。
こ
れ
と
こ
れ
と

こ
れ
だ
け
は
や
る
ぺ
し
、
と
鳳
底
的
に

行
勘
さ
せ
る
歌
え
方
に
紅
っ
て
い
る
．

零
い
祉
員
が
お
寮
歪
藤
か
ら
お
礼
を
い

わ
れ
た
の
が
、
い
崔
ま
で
騒
験
し
た
こ

と
の
な
い
唇
ぴ
だ
と
い
う
．
時
に
は
釦

も
しを
な
い
日
も
あ
つ
て
、
た
だ
マ
゜

ニ
ュ

ア
ル
通
り
に
や
コ
て
お
礼
を
い
わ

れ
左
こ
と

で
鶉
啓
さ
ん
に
甲
し
わ
け
な

か
っ
た
こ
と
を
反
雀
す
る
と
も
い
う
。

こ
う
し
た
形
か
ら
入
っ
て
心
が
と
も
な

つ

て
く

る
看
い
人
は
慧
外
に
多
い
．
彼

ら
は
自

分
で
納
傳
す
れ
は
十
分
に
つ
い

て
く
る
能
刀
を
持
っ
て
い
る
。
．

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
陰
畦
お
署
さ

窟
に
ジ
ャ

ン
グ
ル
な
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
促

い
る
と
い
う

瓠
分
に
な
っ
て
も
ら
う
ζ

と
で
あ
る
．
塞
凧
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
は
①
ワ
冗
ド
バ
ザ
ー
ル
（
十
九
世

紀
＊
の
ビ
ク
ト
リ
ァ
王
覇
嵐
霧
の

商
店
衛
V
②
ア
ド
ペ
ン
チ
ヤ
ー
・
ラ
ン

ド
曾
陰
の
国
｝
③
ウ
エ
ス
タ
ン
・
づ
、

ン
ド
盆
部
の
国
｝
④
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

二
7
ン
ド
（
こ
ど
も
の
国
μ
⑤
ト
モ
ロ

ウ
・
ラ
ン
ド
（
禾
来
の
邑
の
五
っ
の

テ
ー
マ
が
あ
る
．
こ
の
テ
ー
マ
性
妊
兜

全
に
実
灘
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
デ

イ
ス
一
ア
の
薯
あ
菟

　
．
デ
ィ
ズ
ニ
ト
で
は
働
い
て
い
6
入
を

キ
ャ
ス
ト
【
出
慣
琶
と
辱
ん
で
い
る
，

つ
広
り
、
み
ん
な
が
茗
圏
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
倣
え
万
で
、
掃
瞼
妊
し
て
い

る
暫
も
君
た
ち
ほ
掃
除
と
い
ラ
ン
回
ウ

を
紀
み
せ
し
て
い
る
と
い
茎
ら
え
方

で
マ
ニ
ニ

ア
ル
に
し
て
あ
る
．
従
っ
て

キ
ャ
ス
ト
の
口
て
い
る
も
の
も
ユ
ニ
フ

幽

オ
ー
ム
と
お
ず
コ
ス
チ
昌
五
（
衣

資
｝
と
い
っ
て
い
る
．

　

テ
ー
マ
健
の
彊
四
の
π
め
に
は
お
賜

§
購
に
も
蟄
じ
て
い
る
コ
ー
羨

る
．
た
と
え
は
、
他
の
お
啓
さ
雲
に
目

さ
わ
り
に
な
る
価
蝋
萎
は
お
こ
と

わ
り
す
る
ド
レ
ス
・
コ
ー
ド
と
い
お

一
も雪
。

　

私
ど
も
で
は

瞳
嚢
で
歌
琶
隔

と
い
う

の
を
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い

う
．
こ
こ
で
敦
え
る
こ
と
で
逼
鴛
の
圏

つ
の
カ
ギ
と莞
で
い
る
の
が
あ
6
。
．

頭
又
嚢
が
パ
⊥
7
の
璃
僧

上
の
亜
塞
に
な
っ
て
い
党
最
初
の
S

隠
ケ
「
フ
テ
く
C
は
コ
ー
テ
ー
シ
イ

（礼
儲
正
し
さ
）
、
次
雪
は
シ
，
ウ
〔
晃

せ
る
H
E
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ー
．
（
効
屡
V
・

で
あ
喚
・
こ
の
馴
番
脚
夫
聯
だ
と
い
う

［　
　
．
　
　
・
　
　
層
　
‘

の
雪
窪
的
讐
し
憂
る
．
勘

畢
と
い
っ
て
も
む
甚
し
く
敦
え
る
の

で
な
く
、
た
と
え
ば
、
長
い
行
列
を
個

－

く
す
る
方
臣
も
殉
串
で
あ
り
、
一
．
ぴ
か
も

得
ち窟
長
い
と
み
た
馨
苓

塵
に
遣
紹
さ
せ
る
．
そ
し
て
、
そ
ζ
で

弩
ん
で
い
6
お
壽
で
停
年
の
こ

購
衰
場
倉
塩
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
シ
5
ウ
を
さ
し
む
り
κ
り
、
子

ど
も
が
多
い
場倉
せ
～
、
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

を
い
か
せ
た
り
の
轡
盃
で
る
．
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　我々組合活動の中においても、意識の多様化・価値感の変化ということで、

欲求も幅広くむずかしくなってきておりますが、そういうことをきめ細かくと

りあげて解決していく、さらには新しい変化にも対応していくといった柔軟性

をも兼ね備えながら労働運動を展開していく必要があると思います。

労使関係について

　それから最後に、日本的労使関係ということで、トヨタ自動車の労使関係を

中心に私の考えを申しあげたいと思います。日本的労使関係とか日本的経営と

か、いろんな場合にこのような言葉を耳にしますが、その特徴的なものとして、

終身雇用制とか年功序列とか企業内組合が挙げられます。しかし、私はこの日

本的労使関係というものが、今申しあげたこういう制度だけではないと思いま

す。その根底にある『人間尊重の理念』、これが日本的経営とか日本的労使関係

の基本であると確信しております。先ほどもアメリカの労働組合の例で申しあ

げたように、外国の経営の場合は、人・物・金を並列的に扱う資本の論理に基

づいたものと言えるでしょう。一方、日本の経営の場合は、企業は人間の集団

として出発していると言えると思います。日本の労働組合は企業内組合が中心

になって運営しています。確かに、産業別組織もあり、ナショナルセンターも

あるわけですが、実際の交渉をしていろいろなことを決定するのは企業内組合

がベースになっています。これも1つの特徴であると思います。

　このような日本的経営・日本的労使関係は、最近では海外においてもかなり

理解をされ認められて、それを作りあげようという様な動きすらあるようです。

同時に、企業内組合のレベルというのはベースでの行動がすべてではないので

す。急激に社会が変化している時に、企業別組合のレベルでの労使間の解決に

よって日本全体の新しい方向を作りだすことが可能かどうか、そういう時にこ

そ、労働組合としての新しい社会的役割があるのではないかという指摘があり

16



ます。

　又、日本の将来を決める、進路を決める、方向を決めるというマクロの大き

な合意を政府・財界・労働界の3者で話し合うことも極めて重要になってきま

すが、その基盤となります労使関係について申し上げようと思います。

　私どもトヨタ自動車の労働組合は、昭和25年に大争議を経験いたしました。

4人に1人が人員整理を受けるということで、3ケ月にわたる大闘争をくり広

げました。しかし、結果はこれ以上闘争を続けても企業が成り立っていかない

ということで、希望退職ということを認めざるを得なかったわけです。その時、

我々の先輩を含めて痛切に感じたことは、こんないやな事はもう二度と起こし

てはならないということでした。そして、もう1つ感じたことは、雇用問題と

いうのは起きてしまってからではどうにもならないということだったのです。

働く者の雇用を守るということは、雇用問題を起こさない失業問題を起こさな

いということで、つきつめると雇用の基盤である企業そのものをしっかりすべ

きであるという結論に達したわけです。会社再建のために労働組合もがんばろ

うという気持ちと企業側の立場が期せずして一緒になって、労使が協力して新

しい雇用の確保なり企業の将来を作りあげるという基盤が生まれ、そういう努

力が積み重ねられ、昭和37年のトヨタの労使宣言へとつながっていったのです。

労使宣言の内容を一口で申しあげますと、私ども労働組合の綱領にもはっきり

うたっていますが、“労使の関係は車の両輪の関係だ”ということです。双方

のバランスがとれてはじめてうまくいくという考え方が、労使の共通の理念と

して今も生きていると確信いたしております。その中身をご紹介いたしますと、

会社の立場にたって“企業繁栄の源は人である。会社はすすんで労働条件の維

持向上に努める”とし、組合の立場で“企業の繁栄があって雇用や生活がある。

組合は生産性の向上に協力する”としています。お互いに相手の立場を尊重し

相手の立場を認めた上で自分たちの考えを示すという点に、本当の意味がある

と思います。労使関係というのはまさに紙一重であるということを正しく理解

し認識していくことが大切だと思いますが、なかなかこの真意を理解すること
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労使宣言（昭和37年2月24日）

調印書の全文

労　使　宣　言

　すでに欧米諸国においては、自動車産業は一国産業の中心として工業力の象徴であり、工業技術水

準を示すバロメーターとなっている。わが国においても産業構造の高度化にともない、自動車産業は

基幹産業としてその盛衰が直接経済力の消長につながり、わが国産業のにない手として絶大な衆望を

になうに至った。しかし、その前途は必ずしも安易なものではない。乗用車の貿易自由化も目前に迫

り、近い将来国際市場できびしい競争に直面しなくてはならない。さらに加えて、昨年以来経済も調

整期に入り、決意を新たにすべき時期に当面している。

　われわれは、当社創立以来終始国産大衆乗用車の確立を目標とし、また広く社会と大衆に奉仕する

ことを伝統的信条として日夜精進してきた。かくて、今日すでにトラック、特殊車などで性能、品質、

価格ともに国際水準に達し、全世界各地域に進出し、欧米諸国と覇を競っていることは、急上昇して

いる輸出実績が立証するところである。

　われわれは、創立以来のこの意気と輝かしい実績に自信と信念をもち、乗用車の貿易自由化を立派

に乗りきり、この試練を積極的に活用して、国際市場において一大活躍を期する覚悟である。　　．

　会社と組合は、かかる重大な時にあたり、日本の自動車産業およびトップメーカーとしての当社に

課せられた社会的使命と、任務の重大さを強く心に刻み、誇りある歴史と伝統の上にたち、この難局

を労使相たずたえて敢然と乗り切るため、次のとおり宣言する。

1．自動車産業の興隆を通じて、国民経済の発展に寄与する。

　　わが国の基幹産業の使命の重大さと、国民経済に占める地位を確認し、労使相協力してこの目的

　のため最善の努力をする。とくに企業の公共性を自覚し、社会・産業・大衆のために奉仕するとい

　う精神に徹する。

2．労使関係は相互信頼を基盤とする。

　　信義と誠実をモットーに、過去幾多の変遷をへて築きあげてきた相互理解と相互の信頼による健

　全で公正な労使関係を一層高め、相互の権利と義務を尊重し労使間の平和と安定をはかる。

3．生産性の向上を通じ企業の繁栄と、労働条件の維持・改善をはかる。

　　そのために、労使は互いに相手の立場を理解し、共通の基盤にたち、生産性の向上とその成果の

　拡大にっとめ、その上に立って雇用の安定と労働条件の維持・改善をはかり、さらに飛躍する原動

　力をっちかわなくてはならない。会社は企業繁栄のみなもとは人にあるという理解の上にたち、進

　んで労働条件の維持・改善につとめる。また、組合は生産性向上の必要性の認識の上にたち、企業

　の繁栄のために会社諸施策に積極的に協力する。

　以上3つの基調の上にたち、

　　（1）品質性能の向上　②　原価の低減　（3）量産体制の確立をはかる。

　　われわれは、ここに自動車産業の公共的使命をさらに自覚し、目前にせまる自由化を有効適切な

　対策により乗り切り、日本の産業と国民経済の生々発展に協力し、日本のトヨタから世界のトヨタ

　へ輝かしい栄光を獲得すべく、会社、組合ともに相たずさえて努力することを誓う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和37年2月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トヨタ自動車工業株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役社長　中川不器男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トヨタ自動車労働組合トヨタ支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　加藤和夫
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はむつかしいことです。しかしながら、少なくともリーダーはこういう基本と

いうものをきちっとふまえた上で行動することが大事だと思います。同時に労

使関係というものは生きものであるわけです。すなわち、その時々で会社の役

員も組合の役員も変わります。しかし、こういう問題は原点からお互いに問い

ただしていきながらきちっとしたものを確立していくことを、常に心がけてお

く必要があると思います。そういう意味で、労使関係というのはあくまで基本

は人間関係だと言えます。人間関係というのは信頼関係であり、信頼関係は話

し合いから生まれるということは私の基本的な考えでありますし、トヨタ自動

車においても、そういう理念・考え方をベースにおいて、今日の労使関係を作

りあげ運営しているわけです。そんな中でよく耳にする“労使協調”という言

葉があるわけですが、私は“労使協調”という言葉から受けるニュアンスが好

きではありません。なんだか、労使がベタベタして、なんとなく一緒になって

いるような気がするからです。私はかねてからトヨタの労使関係は、“労使協

調”ではなく“労使協力”の関係であると言っております。新しい時代におけ

る労使の関係は、まさにこの“労使協力”の関係でいくべきだとも思っていま

す。“協調”だけでは問題解決にはならないのです。今の時代、いかに協力し

て1つのものを作りあげていくかということをしっかり確立することが必要に

なってきていると思います。双方の目的を双方の協力によって達成していこう

という前向きの関係を作りあげた時に、本当の新しい時代の労使関係ができあ

がったと言えるのではないでしょうか。さらには、そういった理念を支える具

体的な制度があり、それが運用されていることが重要となってきます。

　つまり、近代的な労使関係がしっかり確立していることが必要となってきま

す。近代的な労使関係のいくつかの要素を申し上げますと、労使対等であるこ

と、あるいは労使の相互信頼関係等があります。“労使対等”。言葉では簡単で

すが、本当に会社内のいろいろな制度の中にきちっと確立され、運用時にもそ

の精神が生かされているかどうか。労使の相互信頼関係という点において、会

社が行う諸施策が従業員1人1人に信頼を持って受け入れられているかどうか。
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そういった点すべてが確立して、初めて近代的労使関係ができあがっていくと

思います。

　私はこれからの変化のきびしい時代には、そういった基本をしっかりふまえ

た関係を作りあげていくならば、日本の労使関係というものはさらに発展して

いくと思いますし、今日の国際化にもおおいに反映されていくと思います。
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